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ま　え　が　き

河川に生息する水生生物の調査は、これまでにも国土交通省の管理する各河川において種々の目的をもち

実施してきました。特に中学生や高校生及び一般の方々のご協力を得て、全国的な規模で、水生生物による

水質の調査を実施したのは昭和59年からで、今回の調査で20回目となります。

この調査は、河川に生息し肉眼で見ることのできる大きさの様々な水生生物（指標生物）を調べ、その結

果から河川の水質の状況を知ろうとするもので、中学生や高校生及び一般の方々にも参加していただき、生

物や水辺に親しみながら、河川水質の保全や河川愛護思想等の普及啓発を目的としたものです。

平成11年度より、指標生物の種類、水質階級（Ⅰ～Ⅳ）の判定方法について、環境省と合同で見直しを行

い、一部変更を加えた新しい方法で調査を実施しています。

中部地方整備局管内では、この調査を河川愛護の一行事として、平成15年７月から９月に実施し、101団

体延べ1,788人（国土交通省職員含むと2,176人）の参加をいただき、貴重な成果を得ることができました。

御協力をいただいたみなさま、調査の指導をしていただいた学校の先生方、関係機関の方々に深く謝意を

表わすとともに、ここにその成果のとりまとめが出来ましたので報告いたします。

今後もこの「水生生物による水質の簡易調査」を継続してまいりますので、さらに多数のみなさまのご参

加をいただけますよう、ご理解とご協力をお願いいたいします。



§１．中部地方における水生生物の概要

中部地方整備局管内13水系38河川において、昨年に引き続き水生生物調査を小、中学校、高校、大学、

一般の101団体延べ1,788人（国土交通省職員含むと2,176人）の参加を得て、94地点について行いました。

この調査は、中部地方の一級河川の直轄管理区間で参加者の協力を得て実施しました。その結果、指標

生物だけでみても、きれいな水に生息するカワゲラから、大変きたない水に生息するアメリカザリガニま

で多くの種類の生物を確認できました。これらの指標生物により、各調査地点の水質階級をまとめると、

全調査地点の52.1％が「きれいな水」、35.1％が「少しきたない水」、11.7％が「きたない水」と判定され、

「大変きたない水」と判定された地点はなく、1.1％が「判定不能」でした。

§２．調査の実施状況

１）調査の実施時期

本調査は昭和59年より始め、今回の調査で20回目です。中部地方整備局管内では平成15年７月１日～

平成15年９月19日にかけて実施しました。

２）参加団体の募集について

「各市町村を通じて学校に依頼、教育委員会を通じて学校へ依頼」といった方法が多いですが、調査

も19回を数え、過去の参加校とも結び付きができたため、学校へ参加の依頼を直接行うといった方法も

とられています。また、学校単位での参加以外に新聞募集等の方法もとられました。

３）調査地点及び参加団体

参加団体数101団体、参加人員延べ1,788人（国土交通省職員含むと2,176人）の参加を得て94地点に

ついて調査を実施しました。（資料－１参照）

４）構成人員

参加者の団体別構成人員は図－１、図－２のようにな

ります。

総参加人員延べ1,788人

（国土交通省職員含むと2,176人）

小・中学生が　　1,025人

高校、大学生が　1,056人

その他一般が　　1,707（1,095）人でした。

河川別では、天竜川386（446）人、庄内川211（266）人、

豊川190（235）人の順で多数の人が参加しました。

（ ）内は国土交通省職員含む人数です。

その他一般�
707人�
39.5％�

小・中学生�
1,025人�
57.3％�

高校・大学生�
  56人�
  3.1％�

図―１　団体別構成人員（国土交通省を含まず）
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この調査結果によれば、30種類の指標生物全ての確認ができました。種類別で多くの地点に出現した

ものは、水質階級Ⅲのヒルが67地点、水質階級Ⅰのヒラタカゲロウが60地点、水質階級Ⅱのコガタシマ

トビケラが47地点でした。

出現生物のうち、多くの地点で個体数の多かった生物は、水質階級Ⅰのヒラタカゲロウが37地点、水

質階級Ⅲのヒルが26地点、水質階級Ⅱのスジエビが21地点となっています。

２）指標生物による水質階級の判定

指標生物による水質階級の判定結果をまとめると表－２、図－３になります。

今回の調査の判定結果によれば、全調査地点94地点のうち水質階級の評価ができた地点は93地点で、

指標生物が見つからず判定不能となった地点は１地点でした。

水質階級の評価ができた地点の内訳は次のとおりです。

「きれいな水　Ⅰ」と判定された地点　　　　　　　　49地点（52.1％）

「少しきたない水　Ⅱ」 〃　　　　　　　　　　　33地点（35.1％）

「きたない水　Ⅲ」 〃　　　　　　　　　　　11地点（11.7％）

「大変きたない水　Ⅳ」 〃　　　　　　　　　　　０地点（0.00％）

「判定不能」 〃　　　　　　　　　　　１地点（01.1％）
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